
SAPのようなERPシステムは、きわめて重要なビジネス・データを保持している。ITの新しいチャレンジは、

的確なビジネスの意思決定のために、ERPシステムの情報を迅速に適切で利用しやすい形で供給する

ことにある。 

何年間にもわたって、レポーティング・システムや分析システムは、驚異的な割合で増大してきたが、それ

にはふたつの理由がある。ひとつは、ビジネスにおいて情報へのニーズが高まってきたため、もうひとつ

は、統合されたBIプラットフォームが整備されていなかったためである。新しいレポーティングの課題やデー

タ分析の課題が発生するたびに、新しいシステムが頻繁に追加されてきたが、その多くは今や撤廃しう

るのだ。これらを、BIのプロセス最適化が見込めるシステムに早急に置き換えることは、次なるステップと

して当然である。 

情報の戦略的活用は、単に情報を業務システムやレポーティング・システム、分析システムというひと揃

いのシステムの中に格納することとは異なる。他のバックエンド・システムと同様、ERPシステムのデータ

にアクセスし、クレンジングし、分析することは、意思決定者が情報を利用する際の大前提なのである。 

SASをSAPの上に統合すれば、幅広い標準機能に基づいたBIのパフォーマンスが提供される。そして、

ITの運用コストも削減される。SAS¤  Data Surveyors for  SAPで結合されたSASのETLプロセスは、

高度なデータ品質とプロセス制御を保証し、SAPはもちろん、それ以外の環境でも素早い実装サイクル

を約束する。SASによってETLプロセスや分析にまつわるすべてが実行可能となり、単なるクエリ＆レポー

ティングを超越した、真のBIプラットフォームというレイヤーが実現するのである。 

 

このBIプラットフォームの効果は、以下のとおりである。 

 

 

 

 

結果としてIT部門は、あらゆる人々が必要とする時に必要とする方法でシームレスに情報を供給する、

価値ある部門であると認識されるのである。 
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そのシナジーとコスト削減。 
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IT投資からより多くの価値を得るために、 

ビジネス・インテリジェンス（BI）のプロセスを最適化することは正しい選択だ。 

しかし、ほとんどのCIOやITマネージャーは、SAP R/3のような 

ERPシステムへの投資の価値をまず正当化させてから、 

その価値を増大させようと必死に努力している。 
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短期の実装サイクル 

メンテナンス業務の削減 

より高いデータ品質 

IT環境の単純化 

データ複製の削減 

ビジネス・プロセスの改善 

運用コストとITコストの大幅な削減 


